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タンチョウの飛来・繁殖状況
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令和2,3年度のタンチョウの繁殖および対応状況（1/2）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

繁
殖
の
状
況

令
和
２
年
度

3/19～
巣材を積む行
動

3/22～
交尾行動（堤
防天端）

4/15
就巣・産卵確
認

5/22
孵化（推定）

5/24
雛2羽確認

5/27
離巣

6/1
雛1羽確認

舞鶴遊水地内
で育雛

8/27
幼鳥の飛行確
認
（100m程度）

9/8
幼鳥が堤内へ
飛行

日中は舞鶴遊
水地周辺で索
餌

12/12
舞鶴の家族の
最後の確認

令
和
３
年
度

3/9
つがいと子の
飛来確認
3/28
つがいの造巣
行動を確認

4/1
就巣確認
4/5
卵2個確認
4/18
遊水地水位上
昇、巣の嵩上
げ行動確認

5/7
卵1個確認
5/10
雛1羽確認
5/11
離巣

6/17
オスの換羽を
確認
6/24
メスの換羽を
確認

7/20
ヒナの羽ばた
き練習を確認

8/20
オス・メスの
換羽終了を確
認
ヒナの遊水地
内での飛翔を
確認

9/7
幼鳥の堤内へ
の飛行を確認

10/17
幼鳥行方不明。
前日水路落ち
負傷との情報
10/23
幼鳥発見。左
翼に負傷

12/17
午前に確認さ
れたのち、確
認されなくな
る

協
議
会
に
よ
る
対
応

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

4/1 立ち入り制限の実施
（バリケード・看板の設置）

3/31 報道機関への
報道自粛依頼

【繁殖期の途中で卵・雛の死亡等があった場合】
再度の繁殖の可能性などについて、有識者のご意見を踏まえた上で、
状況に応じて、立ち入り制限範囲の縮小、報道自粛の解除などについ
て、報道機関へお知らせする。

4/3 バリケード設置による立ち入り制限の実施 9/25

4/6 報道機関への 5/29
報道自粛依頼

そ
の
他
の
想
定

6/1
ヒナ誕生の報道発表
（札幌開発建設部・環境省・長沼町同時）

2/29 新型コロナにより全国の国交省施設休館となったため
鳥の駅マオイトー閉鎖

5/16 鳥の駅マオイトー
一時閉鎖

（図は次頁）

6/18 タンチョウ行動範囲変化
のためバリケード移動

8/3 対策を実施して再開

6/30 ヒナ誕生を報道発表（札幌開発建設部・環境省・長沼町同時）
報道機関への報道自粛依頼解除

※鳥の駅マオイトーの閉鎖・再開は
新型コロナに伴う公共施設の
開館状況等を踏まえて判断

8/27 鳥の駅マオイトー
一時閉鎖

6/24 再開

9/14 幼鳥飛行確認のため
制限解除・報道発表

10/1 再開

10/25 幼鳥負傷のため
立ち入り制限・報道発表
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1月 2月

1/27 鳥の駅マオイトー
一時閉鎖



令和3年度のタンチョウの繁殖および対応状況（2/2）

バリケード設置位置

通行できない範囲

立ち入り制限範囲

（令和3年4月1日～9月14日。6月18日一部変更）

（令和3年10月25日～現在）

バリケードに設置した看板

6/18バリケード移動

3

新型コロナウイルス感染症対策に伴う一時閉鎖のお知らせを鳥の駅マオイトーへ掲示

（令和3年5月16日～6月23日、8月27日～9月30日、令和4年1月27日～現在）



タンチョウの繁殖等を踏まえた
協議会の対応について

資料2



報道自粛の依頼に関する検討

2

今年度のタンチョウの繁殖行動確認に伴う立ち入り制限の実施および報道機関への情報提供に際して、報道自粛のメリット
／デメリットを整理した。

対応案 メリット デメリット

【案１】
報道自粛を依頼
する

（令和3年度と同様
の対応）

繁殖行動の確認に伴う立ち
入り制限の実施時、報道機
関に対して報道の自粛を依
頼する。自粛依頼期間は孵
化後1ヶ月半程度までとする。

• 報道による関心の惹起、来訪者
が増加し、繁殖に影響を与える
おそれを低減できる。

• 当初設定した立ち入り制限区域
外にタンチョウが移動した場合
も、タンチョウと観察者が接近
するおそれを低減できる。

• 立ち入り制限を知らずに来訪し
た方からの苦情が発生するおそ
れがある。

• 地域住民がタンチョウの状況を
知る機会がなく、愛着の醸成や
地域で見守る雰囲気の醸成が難
しい。

【案２】
報道自粛を依頼
しない

繁殖行動の確認に伴う立ち
入り制限の実施時、報道発
表する。
報道発表資料は通常の取扱
い（HPにも掲載）とし、報
道機関に対して報道の自粛
は依頼しない。

• 立ち入り制限を知らずに来訪し
た方からの苦情が発生するおそ
れを低減できる。

• 地域住民がタンチョウの状況を
知る機会をつくり、愛着の醸成
や地域で見守る雰囲気の構築が
期待される。

• 報道により関心を惹き、来訪者
が増加し、繁殖に影響を与える
おそれがある。

• 当初設定した立ち入り制限区域
外にタンチョウが移動した場合
に、タンチョウと観察者が接近
するおそれがある。

令和4年度に繁殖行動が確認された場合は、地域住民がタンチョウの状況を知る機会をつくるとともに、愛着の醸

成や地域で見守る雰囲気の構築を図るため、報道自粛を依頼せず、舞鶴遊水地の一部立ち入り制限を実施するこ

とも含めて報道発表を行うこととしたい（次頁案２）。



今後の舞鶴遊水地におけるタンチョウ繁殖時の対応（1/2）案１

想定される
タンチョウの状況

対応内容（案）

常時の対応  呼び戻す会等との連携（見守り活動：タンチョウ飛来期間中継続）および千歳
川河川事務所（4月～）によりタンチョウをモニタリング

舞鶴遊水地内で交尾行動を確認し
たとき（3月頃想定）

⇒  舞鶴遊水地の一部立ち入り制限を実施（バリケード設置）

 報道機関に対して、
１）立ち入りの制限
２）報道自粛
３）地内における取材希望時の対応、等について情報提供する。

 立ち入りの制限、報道自粛の期間については、
報道自粛をお願いする期間：孵化後1ヶ月半程度
立ち入り制限を行う期間：幼鳥が十分に飛行できるまで成長するまでを目途と

して、この段階で併せてお知らせする。

※ 報道自粛、立ち入り制限範囲を縮小する具体的な日付については、別途、推定孵化日
とヒナの成長具合により後日改めて報道発表する。

孵化（5月頃想定） ⇒  遊水地の一部立ち入り制限を継続

 孵化後1ヶ月半程度を目途※に報道機関へ情報提供これをもって、報道自粛も解
除とする。

※ 具体的な日時は、雛の成長具合などについて、有識者のご意見も踏まえながら、協議
会として判断する。

幼鳥の飛行（9月頃想定） ⇒  遊水地の立ち入り制限範囲を縮小し、報道機関へ情報提供

※ 具体的な日付は、幼鳥の飛行状況などについて、有識者のご意見も踏まえながら、協
議会として判断する。

※時期は過年度の状況をもとに想定される時期を示しており、
前後する可能性がある。

舞鶴遊水地では今後もタンチョウの繁殖の確認される可能性があることから、繁殖ステージに応じた対応を想定・
検討した。
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今後の舞鶴遊水地におけるタンチョウ繁殖時の対応（1/2）案２

想定される
タンチョウの状況

対応内容（案）

常時の対応  呼び戻す会等との連携（見守り活動：タンチョウ飛来期間中継続）および千歳
川河川事務所（4月～）によりタンチョウをモニタリング

舞鶴遊水地内で交尾行動を確認し
たとき（3月頃想定）

⇒  舞鶴遊水地の一部立ち入り制限を実施（バリケード設置）

 報道機関に対して、
１）立ち入りの制限
２）報道自粛
３２）地内における取材希望時の対応、等について情報提供する。

 立ち入りの制限、報道自粛の期間については、
報道自粛をお願いする期間：孵化後1ヶ月半程度
立ち入り制限を行う期間：幼鳥が十分に飛行できるまで成長するまでを目途と

して、この段階で併せてお知らせする。

※ 報道自粛、立ち入り制限範囲を縮小する具体的な日付については、別途、推定孵化日
とヒナの成長具合により後日改めて報道発表する。

孵化（5月頃想定） ⇒  遊水地の一部立ち入り制限を継続

 孵化後1ヶ月半程度を目途※に報道機関へ情報提供これをもって、報道自粛も解
除とする。

※ 具体的な日時は、雛の成長具合などについて、有識者のご意見も踏まえながら、協議
会として判断する。

幼鳥の飛行（9月頃想定） ⇒  遊水地の立ち入り制限範囲を縮小し、報道機関へ情報提供

※ 具体的な日付は、幼鳥の飛行状況などについて、有識者のご意見も踏まえながら、協
議会として判断する。

※時期は過年度の状況をもとに想定される時期を示しており、
前後する可能性がある。

舞鶴遊水地では今後もタンチョウの繁殖の確認される可能性があることから、繁殖ステージに応じた対応を想定・
検討した。昨年度から対応を変更する事項は赤字で示している。
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今後の舞鶴遊水地におけるタンチョウ繁殖時の対応（2/2）案

想定される
タンチョウの状況

対応内容（案）

立ち入り制限を実施していない状
況下でのタンチョウの換羽

⇒  遊水地の一部立ち入り制限を実施し、報道機関へ情報提供及び一般へ情報公開

立ち入り制限縮小前の卵の消失・
ヒナの死亡・行方不明

⇒  環境省北海道地方環境事務所へ報告

 死体回収の場合は、環境省連携による剖検の実施

 生存または再繁殖の可能性を考慮し、遊水地の一部立ち入り制限を継続

 生存または再繁殖の可能性が低いと判断される3～4週間を目途に※、遊水地の
立ち入り制限範囲を縮小し、報道機関へ情報提供

※ 具体的な日付は、有識者のご意見も踏まえながら、協議会として判断する。

立ち入り制限縮小前のヒナの怪我 ⇒  環境省北海道地方環境事務所へ報告

 環境省連携による保護収容実施の場合は、遊水地の立ち入り制限範囲を縮小し、
報道機関へ情報提供

立ち入り制限縮小後の幼鳥の死
亡・行方不明

⇒  環境省北海道地方環境事務所へ報告

 死体回収の場合は、環境省連携による剖検の実施

立ち入り制限縮小後の幼鳥の怪我
等

⇒  環境省北海道地方環境事務所へ報告

 遊水地の一部立ち入り制限の実施が必要な場合は実施し、報道機関へ情報提供

舞鶴遊水地では今後もタンチョウの繁殖の確認される可能性があることから、繁殖ステージに応じた対応を想定・
検討した。繁殖期間中の卵、ヒナ・幼鳥の異常についても対応を下記のとおり想定した。
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※いずれの対応も、有識者のご意見も踏まえながら協議会とし
て判断する。



舞鶴遊水地の環境調査結果

資料3
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令和3年度 舞鶴遊水地の環境調査一覧

2

調査項目 調査内容 備考 結果の概要

植物調査 植生図作成調査
（夏）

継続 植生区分ごとの面積を見ると、多年生抽水植物（高茎）、多年生抽水植物（低茎）、多年
生沈水・浮葉植物、人工草地が減少し、多年生草本（高茎）、樹林が増加した。昨年度よ
り顕著に面積が増加した群落は、ヨシ群落（146ha→201ha）、ヤナギ低木林
（160ha→197ha）であった。

鳥類調査
（タンチョ
ウ除く）

一般鳥類調査（春・
夏・秋）

継続
（1回/2年）

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計61種が確認された。うち、重要種は10種、
外来種は1種（コウライキジ）であった。なお、前回調査は令和元年度で、確認種は65種、重要種
は10種、外来種は確認されなかった。

動物調査
（鳥類・ア
ライグマ除
く）

魚類調査（夏・秋） 継続
（1回/5年）

遊水地内の水域3地点で調査を行い、計15種が確認された。うち、重要種は5種、外来種は6種で
あった。なお、前回調査は平成27年度で、確認種は13種、重要種は3種、外来種は5種であった。

底生動物調査（春・
夏・秋）

継続
（1回/5年）

遊水地内の水域4地点で調査を行い、計6綱39種が確認された。うち、重要種は5種（腹足綱4種、
カメムシ目1種）、外来種は2種（いずれも腹足綱）であった。なお、前回調査は平成27・28年度で、
確認種は48種、重要種は8種、外来種は1種であった。

陸上昆虫類等調査
（春・夏・秋）

継続
（1回/5年）

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計12目551種が確認された。うち、重要種は17
種、外来種は5種であった。なお、前回調査は平成27・28年度で、確認種は625種、重要種は19種、
外来種は3種であった。

両生類・爬虫類・哺
乳類調査（春・夏・
秋・冬）

継続
（1回/5年）

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計13種が確認された。うち、外来種は2種（トノ
サマガエル、アライグマ）であった。重要種は確認されなかった。なお、前回調査は平成27・28年
度で、確認種は14種、外来種は2種であった。

アライグマ
生息確認調
査

センサーカメラによ
るアライグマの生息
状況調査（春～夏）

継続 5月1日から7月6日にかけて実施した自動撮影カメラによる調査では、8箇所の調査地点全
てでアライグマが確認された。確認頻度は樹林で微減したが、他の区域では増加し、幼獣
など繁殖に係る状況も確認された。

タンチョウ
モニタリン
グ調査

行動追跡調査（春～
秋の月1回）

継続 5月1日から11月22日まで、補足確認も含めて計25回実施し、タンチョウの行動を確認した。
ヒナ（幼鳥）の成長状況や、親鳥の換羽などを記録した。

遠隔カメラによる所
在調査（平日）

継続 舞鶴遊水地の嶮淵右岸樋門、南9号川樋門、越流堤、排水門に設置されているCCTVカメラ
により、開庁日にタンチョウの確認を行った。

下表のとおり環境調査を実施した。環境調査及び維持管理作業に際しては、タンチョウ等希少動物の生息に配慮しながら実
施した。下線部は令和2年度調査からの変更点。

環境保全に係る対応として、外来植物防除（河川事務所）、アライグマ捕獲罠の設置（長沼町・河川事務所・北海道大学）を行った。



舞鶴遊水地内の水位変化

3

舞鶴遊水地内に水が流入する嶮淵右岸樋門では、令和3年2月に実施した水路掘削以降の春季や冬季は過年度と比較して
水位が高い傾向が見られた。夏季に流入量が減少して水位が低下したが、渇水によるものと考えられる。

開

開

閉

R3年度の水位が
過年度よりも高い

• 嶮淵右岸樋門では令和3年度の春季及び冬季に過年度
と比較して水位が高く、令和3年2月に実施した嶮淵
右岸樋門堤内側の水路掘削が、タンチョウの採食環
境の向上に寄与したと考えられる。

嶮淵右岸樋門吐口付近水辺
（令和4年1月3日撮影）

新水路掘削前 新水路掘削後

※令和3年7月の北海道地方は、1946年の統計開始以降で月平均気温が高
い方、月降雨量が少ない方からともに第1位となり、記録的な高温・
少雨となった。（平均気温の平年差+2.8℃、降雨量平年比23％）

出典：札幌管区気象台「2021年北海道地方７月の気候」



◆千歳川河川事務所による外来植物防除

特定外来生物オ
オハンゴンソウ及
びイタチハギの
分布調査、防除
箇所のモニタリン
グ、防除を行った。

対策状況

樹林化や外来植物の繁茂を未然に防ぐ上で、湛
水地の水位を保ち湿潤環境とすることが有効と
考えられる。

令和3年度 舞鶴遊水地 植生調査

4

植生区分ごとの面積を見ると、多年生抽水植物（高茎）、多年生抽水植物（低茎）、多年生沈水・浮葉植物、人工草地が減少
し、多年生草本（高茎）、樹林が増加した。昨年度より顕著に面積が増加した群落は、ヨシ群落（146ha→201ha）、ヤナギ低木
林（160ha→197ha）であった。

令和3年7月令和2年7月

人工草地にヤナギ
低木林・ヤナギ林
が拡大

オオハンゴンソウ

湛水池下部にヨシ
群落が拡大

外周の植生も
一部がヨシ群落



令和3年度 舞鶴遊水地 鳥類の生息状況

5

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計61種が確認された。うち、重要種は10種、外来種は1種（コウライキジ）
であった。なお、前回調査は令和元年度で、確認種は65種、重要種は10種、外来種は確認されなかった。

◆調査結果

• 水辺や草原、森林を利用する種が61種
確認された。

• 水域がガン・カモ類やシギ類などの渡
り鳥の中継地として有効であるととも
に、草地がウズラ、ホオアカ、セン
ニュウ類などの草原性鳥類の生息環境
となっている。

⇒水位を維持すること、草地の樹林化を
抑制することが生息地保全に有効と考
えられる。

◆調査方法

令和3年度令和元年度

• スポットセンサス法
• 1地点当たり10分程度、双眼鏡等を用いて鳥類の姿または鳴き声を確認した。
• 調査地点は、舞鶴遊水地内13地点（右図）
• 調査時期は、春季（4/26、5/10）、夏季（6/7、6/14）、秋季（9/27、10/12）
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南9号川

排水門付近 嶮淵右岸樋門付近

開

開

閉

令和3年度 舞鶴遊水地 魚類の生息状況

6

遊水地内の水域3地点で調査を行い、計15種が確認された。うち、重要種は5種、外来種は6種であった。なお、前回調査は
平成27年度で、確認種は13種、重要種は3種、外来種は5種であった。

◆調査結果

◆調査地点の環境

嶮淵右岸樋門付近

樋門は平常時開門。調査時の水深は夏
季0.12m、秋季0.15m。昨年度流量増を
目的に水路開削したが、水量減少・土
砂堆積のため、調査は樋門内で実施。

南9号川

樋門は平常時開門。調査時の水深は夏
季0.42m、秋季0.38m。舞鶴遊水地の中
央近くの地点であり、北西角の樋門を
通じて堤内に流出する経路。

排水門付近

排水門は平常時閉門。調査時の
水深は夏季0.40m、秋季0.70m。
遊水地内側にも面積の広い開放
水面が確認される。

• 嶮淵右岸樋門付近や南9号川は、流れの緩
やかな河川・湖沼を好むトゲウオ科が多く
確認された。トミヨの稚魚が確認され、繁
殖していることも考えられる。

• 排水門付近は、外来種を含むコイ科が多く
確認されたが、希少種も確認された。

◆調査方法 • 投網・タモ網・電気ショッカー等の採捕用具を適宜使用し、魚類を捕獲した。
• 1地区当たりカゴ網3個を1晩設置した。
• 調査地点は、舞鶴遊水地内3地点（右図）
• 調査時期は、夏季（7/29、7/30）、秋季（10/13、10/14）

ゲンゴロウブナ目 科 H27種数 R3種数重要 外来 重要 外来

コイ目 コイ科 6 1 3 8 1 5

ドジョウ科 1 - 1 1 - 1

フクドジョウ科 1 - - 2 - -

サケ目 キュウリウオ科 1 - - - - -

トゲウオ目 トゲウオ科 2 1 - 3 3 -

ハゼ目 ハゼ科 1 1 - 1 1 -

スズキ目 タイワンドジョウ科 1 - 1 - - -



南9号川

排水門付近 嶮淵右岸樋門付近

開

開

閉

湿地内の水域

◆調査方法 • 1m×1mの採集範囲で、Dフレームネットによる定量採取調査を実施した。
• 調査地点は、舞鶴遊水地内4地点（右図）
• 調査時期は、春季（5/27）、夏季（7/29、7/30）、秋季（10/13、10/14）

令和3年度 舞鶴遊水地 底生動物の生息状況

7

遊水地内の水域4地点で調査を行い、計6綱39種が確認された。うち、重要種は5種（腹足綱4種、カメムシ目1種）、外来種は
2種（いずれも腹足綱）であった。なお、前回調査は平成27・28年度で、確認種は48種、重要種は8種、外来種は1種であった。

◆調査結果

◆調査地点の環境

南9号川

調査時の水深は
春季0.38m、夏
季0.42m、秋季
0.38m。

排水門付近

調査時の水深は春季
0.56m、夏季0.40m、
秋季0.70m。

湿地内の水域

調査は秋季のみ実施。
調査時の水深は秋季
0.16m。

嶮淵右岸樋門付近

夏季・秋季の調査は
樋門内で実施。調査
時の水深は春季
0.20m、夏季0.12m、
秋季0.15m。

（うち昆虫綱）

• 貝類をはじめとした底
生動物はタンチョウの
採食資源としても有効
と考えられる。

タニシ類を採食するタンチョウ
（令和3年6月10日撮影）

綱
H27・28
種数

R3種数重要 外来 重要 外来

ハリガネムシ綱 1 - -

腹足綱 5 3 1 7 4 2

二枚貝綱 2 - - 1 - -

ミミズ綱 1 - - 1 - -

ヒル綱 2 - - 3 - -

軟甲綱 3 - - 3 - -

昆虫綱 34 5 - 24 1 -

目
H27・28
種数

R3種数重要 外来 重要 外来

カゲロウ目 2 - - 3 - -

トンボ目 3 - - 3 - -

カメムシ目 6 1 - 3 1 -

トビケラ目 4 - - 1 - -

ハエ目 8 - - 7 - -

コウチュウ目 9 4 - 7 - -



目
H27・28
種数

R3種数重要 外来 重要 外来

カゲロウ目 2 - - 1 - -

トンボ目 19 5 - 15 3 -

ハサミムシ目 2 - - 2 - -

バッタ目 14 - - 8 - -

カジリムシ目 2 - - 2 - -

カメムシ目 57 2 - 65 3 -

アミメカゲロウ目 2 - - 1 - -

トビケラ目 17 - - 15 - -

チョウ目 238 3 1 206 2 2

ハエ目 53 - - 44 - -

コウチュウ目 197 9 1 162 8 2

ハチ目 22 - 1 30 1 1

令和3年度 舞鶴遊水地 陸上昆虫類等の生息状況

8

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計12目551種が確認された。うち、重要種は17種、外来種は5種であった。
なお、前回調査は平成27・28年度で、確認種は625種、重要種は19種、外来種は3種であった。

◆調査方法

• 確認された重要種の多くは水辺・湿地を生息地とする種で
あった。水辺・湿地環境を保全することが重要種の保全に
有効と考えられる。

• 外来種としては、オオタコゾウムシやセイヨウオオマルハ
ナバチ等が確認された。セイヨウオオマルハナバチは特定
外来生物に指定されている。北海道にはエゾオオマルハナ
バチなどの11種の在来マルハナバチが生息しており、餌や
巣の競合による在来種の駆逐や、受粉を依存する植物の減
少が懸念される。道は防除実施計画を策定し、防除を行っ
ている。

セイヨウオオマルハナバチ

◆調査結果

• 任意採集法、ピットフォールトラップ法、ライトトラップ法により陸上昆虫類を
採集した。

• 調査地点は、舞鶴遊水地内の4つの環境区分（右図）
• 調査時期は、春季（6/17、6/18）、夏季（8/19、8/20）、秋季（9/16、9/17）



令和3年度 舞鶴遊水地 両生類・爬虫類・哺乳類の生息状況

9

遊水地内の水域、湿地、草地、樹林で調査を行い、計13種が確認された。うち、外来種は2種（トノサマガエル、アライグマ）で
あった。重要種は確認されなかった。なお、前回調査は平成27・28年度で、確認種は14種、外来種は2種であった。

◆調査結果

◆調査方法

• 目撃、フィールドサイン法、捕獲法により両生類・爬虫類・哺乳類の生息状況
を確認した。

• 調査地点は、舞鶴遊水地内の4つの環境区分（右図）
• 調査時期は、春季（5/13、5/14）、夏季（8/19、8/20）、秋季（9/13、9/16）、冬

季（1/20）

• カエル類等はタンチョウの採食資源としても有効
と考えられる。

• 外来種としてトノサマガエル、アライグマが確認
されている。

• 北海道において管理計画が策定されているエゾシ
カも確認された。

カエル類を採食するタンチョウ
（令和3年6月18日撮影）

エゾアカガエル幼生

分類群 目
H27・28
種数

R3種数重要 外来 重要 外来

両生類 無尾目 2 - 1 3 - 1

哺乳類 食虫目 2 - - 2 - -

兎形目 1 - - - - -

齧歯目 4 - - 2 - -

食肉目 5 - 1 5 - 1

鯨偶蹄目 - - - 1 - -

爬虫類 - - - - - -



令和3年度 舞鶴遊水地 アライグマの生息状況

10

5月1日から7月6日にかけて実施した自動撮影カメラによる調査では、8箇所の調査地点全てでアライグマが確認された。確
認頻度は樹林で微減したが、他の区域では増加し、幼獣など繁殖に係る状況も確認された。

◆自動撮影カメラ設置箇所

◆長沼町・北海道大学の連携による巣箱型わな・カメラの設置

◆千歳川河川事務所による箱わな・カメラの設置

5月21日、樹林1

設置期間： 6月22日～7月30日
11月1日～11月30日

設置箇所： 4箇所（11月は2箇所）
捕獲状況：6/29防風林西端1頭

11/8防風林西端1頭

カメラでは高頻度で個体が確認され、わなに興味を
示している様子が見られたが、捕獲数は2頭だった。

設置期間：7月21日～
設置箇所： 4箇所
捕獲状況：無し

カメラでは高頻度で個体が確認され、わなに興味を
示している様子が見られたが、現在までに捕獲は無
い。扉が完全に閉まらない事象が発生したため、11
月22日に改良型を設置し直した。

◆長沼町による箱わなの設置

設置期間： 5月24日～6月22日
設置箇所： 2箇所
捕獲状況：5/27越流堤1頭、6/10嶮淵右岸樋門1頭

対策状況

今年度は、アライグマはわなに興味を示すものの、中に入らな
い状況が見られた。来年度は、防風林内の巣箱型わなの数を増
やすとともに、新しい監視システムの検討を行う予定。

箱わな設置箇所
巣箱型わな設置箇所



令和4年度の環境調査予定等

資料4

1



令和4年度の環境調査予定等

2

次年度、札幌開建で実施予定の「タンチョウの生息や遊水地環境に関わる調査」は次のとおり。
下線部は令和3年度調査からの変更点。

調査項目 調査内容 備考

タンチョウ
モニタリング調査

行動追跡調査（春～秋の月1回）
遠隔カメラによる所在調査（平日）

継続
継続

植物調査 植生図作成調査（夏） 継続

アライグマ生息確認
調査

センサーカメラによるアライグマの生息状況
調査（春～夏）

継続

水質調査 水質分析（春・夏・秋）
底質分析（夏）

継続
（1回/3年）

※環境調査及び維持管理作業に際しては、タンチョウ等希少動物の生息に配慮しながら実施する。



参考資料１ 

令和 3年度 舞鶴遊水地におけるタンチョウのヒナの成長の様子 

5月 13日 撮影 5月 14日 撮影 6月 10日 撮影 

 

親鳥とヒナ 

 

生まれて数日のヒナ 

 

親鳥とヒナ 

 

6月 17日 撮影 6月 24日 撮影 6月 24日 撮影 

 

換羽中の親鳥 

 

換羽中の親鳥 

 

伸びをするヒナ 

 

7月 20日 撮影 8月 10日 撮影 8月 20日 撮影 

 

羽ばたくヒナ 

 

羽ばたくヒナ 

 

飛翔するヒナ 

 

9月 3日 撮影 10月 13日 撮影 11月 22日 撮影 

 

飛翔する親鳥とヒナ 

 

親鳥と幼鳥 

 

索餌する親鳥と幼鳥 
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